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月

例

映

窓

会
に
つ

い

て

国
立
近
代
芙
術
館
で
は 、
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
内

外
古
今
の
優
秀
映
両
の
収
集
保
存
な
ら
び
に
そ
の
活
用
に
つ
い

て
努
力
い
だ
し
て
お
り
ま
す 。
今
回
は
「
近
代
の
肖
像
画
展」

の
期
間
中 、
月
例
映
写
会
と
し
て 、
左
記
の
各
分
野
の
短
篇
映

画
を
適
宜
捩
択
し
て 、
月
・

水
曜
を
除
く

毎
日一一
時
よ
り
上
映

い
た
し
ま
す 。

氷

雪

に

挑

む企

画

日
本
国
有
鉄
道
施
設
局

製

作

石

川

卓

見

脚

本

田

中

喜

次

監

督

小

林

大

平

撮

影

中
尾
駿
一

郎

解

説

宮

田

輝

こ
の
映
画
汽
信
越·
粛
北・
北
悔
道
等
の
寒
地
保
線
区
の

人
々
が 、
氷
や
雪
に
よ
る
自
然
の
脅
威
に
対
し
て 、
安
全
な
鉄

道
輔
送
を
守
る
た
め
に
人
知
そ
ず
獣
々
と
作
業
に
従
事
し
て
い

る
労
苦
と 、
そ
の
仕
事
の
内
容
を
描
き
な
が
ら 、

一
般
の
人
々

の
保
線
作
業へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で 、
国
鉄
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た 、
一
種
の
P
R
映
画
と
い
う
こ
と
が
出
来
ま

す 。内
容
は
第一
部
「
凍
上
篇」
と
第
二
部
7

雪
害
篇」
に
分
れ 、

第一
部
で
は 、
冬
季
に
東
北
の一
部
と
北
海
道
の
各
地
で
見
ら

れ
る
凍
上
現
象
（
俗
に
い
う
し
み
あ
が
n)
の
原
因
や
鉄
道
施

設
へ
の
影
習
を
説
明
し 、

凍
上
の
警
戒
や
被
害へ
の
処
置 、
地

下
の
路
盤
の
入
れ
か
え
等
の
作
業
に 、
寒
風
や
吹
雪
と
戦
い
な

が
ら

毎
日
従
事
す
る
人
々
の
労
苦
に
よ
っ
て 、
列
車
や
乗
客
の

安
全
が
保
た
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま
を
描
い
て
い
ま
す 。
第
二
部

で
は 、
信
越・
東
北
地
方
の
積
雪
地
に
見
ら
れ
る
防
雪
設
備
や

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ラ
ッ
セ
ル
車
の
働
き 、
そ
れ
に
人
手
に
よ
る
除

雪
作
業
を
描
き 、
雪
害
の
中
で
最
も
警
戒
す
ぺ
き
雪
崩
に
対
す

る
巡
回
貿
戒 、
発
生
と
同
時
に
述
絡
通
報 、
復
旧
作
業
か
ら

開

通
ま
で
を
や
A

劇
的
な
表
現
を
と
つ
て
描
写
し
て
い
ま
す 。

第一
部
は
線
画
を
用
い
て
可
成
り

説
明
的
に 、
第
二
部
で
は

心

に

描

く

絵

Pi
ct
u
r
e
 i
n
 y
o
u
r
 
mi
n
d
 

劇
的
な
盛
り
上
が
り
に
夫
々
重
点
を
お
い
て
ま
す
が 、
共
に
保

線
区
に
働
く

人
々
の
仕
事
の
内
容
と
労
苦 、
安
全
翰
送
の
蔭
の

力
を
大
衆
に
知
ら

せ
よ
う
と
す
る
記
録
映
画
と
し
て
可
成
り
成

功
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
よ
う 。
二
六
ミ
リ）

C
ol
o
u
r
 
D
a
n
c
e
s
 

カ

ラ

ー
・

ダ

ン

スA
.
F・
フ
ィ
ル
ム
作
品

ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
ク
1

提
供

監

督

ジ
ム
・
デ
イ
ヴ
イ
ス

製

作

R
.
S
・
リ
ン
ド
セ
イ

こ
の
映
画
は 、
具
象
的
で
な
い
形
と

色
の
動
き 、
そ
れ
ら
と

音
楽
と
の
組
合
せ
だ
け
か
ら

成
り
立
つ
て
い
る
映
画
で
す 。
か

つ
て
ル
ネ
・
ク
レ
ー

ル
や
マ
ン
・
レ
イ
ら
に
よ
つ
て
サ
イ
レ
ン

ト
映
画
時
代
に
「
光
と
フ
ォ
ル
ム
と
リ
ズ
ム
」
を
求
め
た
純
粋

映
画
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が 、
こ
れ
は
或
る
意
味
で

そ
れ
の
ア
メ
リ
カ
現
代
版
と
で
も
言
え
る
か
も
知
り
ま
せ
ん 。

音
楽
と
の
組
合
せ
方
に
疑
問
が
あ
り
ま
す
が 、
そ
う
い
う
点
で

典
味
の
あ
る
短
篇
映
画
で
す 。
（一
六
ミ
リ 、

色
彩）

フ
ィ
ン
ガ
ー
・
ペ

イ
ン
テ
イ
ン
グ
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ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
ク
1

提
供

ク
ラ
ウ
レ
イ
・
フ
ィ
ル
ム
作
品

フ
ィ
ン
ガ
ー
・
ペ
イ
ン
テ
イ
ン
グ（
指
絵）
に
つ
い
て
け 、
最

近
の
新
聞
に
よ
る
と
日

本
で
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で 、
特
に

新
し
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
美
術
教
育
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
が 、
こ
の
映
画
は
そ
の
技
法
と
作
品
を
簡
単
に
紹
介
し

た
も
の 。
（一
六
ミ
リ 、

色
彩
英
語
版）

ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
ク
1

提
供

米
国
国
務
省
文
化
映
画

企
劃・
脚
本・
作
画
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ク
ッ
プ

製
作
助
手

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
フ

（一
六｀
； 、

色
彩）

1 

ヽ

青
年 。フ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
宜
三
年
作
品

監

修

高
橋
誠
一

郎

岡

部

長

景

製

作

井

川

宏
―――

脚

本

吉

川

良

演

出

勅
使
河
原
宏

撮

影

浦

島

進

音

楽

清

瀕
保

二

葛
飾
北
斎
は 、
有
名
な
「
富
嶽
三
十
六
景」
の
作
者
と
し
て 、

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
画
家
で
す 。
当
時
浮
tit
絵
は
頗
廃
の
下

り
坂
に
あ
つ
て
漸
く

行
き
詰
n
か
け
た
の
を 、
風
景
画
に
打
開

の
途
を
求
め
ま
し
た 。

彼
は
広
軍
と

共
に
そ
の
風
景
版
画
の

発
達
に
偉
大
な
貢
献
を
し 、

嘉
永
二
年
に
九
十
オ
で
歿
し
ま
し

こ。こ
の
映
画
は 、
北
斎
を
こ
の
時
代
の
民
衆
芸
術
家
と
し
て
作

品
を
通
じ
て
そ
の
生
活
を
描
き 、
西
欧
近
代
絵
画
に
も
影
響
を

与
え
た
と
い
わ
れ
る 、
北
斎
独
特
の
写
実
主
義
を
紹
介
し
た
も

の
で
す 。

軽
快
な
音
楽
と

紺
合
せ
ら

れ
た
「
雀
踊
り一二

十
二
態」
「
槍

十
六
態」
の
動
く

か
と
思
わ
れ
る
扱
い
方
は
見
事
な
も
の
で 、

そ
の
他
武
士
に
反
抗
し
て
勃
興
し
た
町
人
陛
級
の
時
代
思
潮
を

描
い
た
春
章
の
助
六
の
絵
の
扱
い
や 、
遠
近
法
の
「
九
段
牛
が

淵」
の
細
部
描
写 、
雨
や
被
を
扱
っ
た
作
品
の
音
の
放
果
等
美

術
映
画
の
技
法
上
色
々
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま

す 。従
来
単
な
る
記
録
的
な
描
写
に
と
ゞ
ま
つ
て
い
る
も
の
が
多

か
っ
た
美
術
映
画
の
中
で 、
一
っ
の
立
場
や
見
方
に
立
つ
て
批

判
を
行
っ
て
い
る
こ
の
映
画
は 、
今
後
の
美
術
映
画
の一
っ
の

方
向
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す 。

な
お 、
充――一
年
度
か
ら
キ
ネ
マ
旬
報
社
で
行
っ
た
教
育
映
画

の
ベ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ブ
で
こ
の
映
画
が
二
位
に
選
出
さ
れ
た
事

を
参
考
に
付
記
し
ま
す 。
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